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　人口減少と地域活性化、熱中症対策、ゴミのポイ捨て問題、地元就職
を希望する人達への対応、伊佐の林道などについて意見を交わしました。

　スポーツ施設の充実、種子島への企業誘致や雇用対策、種子
島空港と羽田空港をつなぐ航空路線の新設などについて意見を
交わしました。

１面 ともにつくろう！鹿児島の今と未来 ２面 本会議質問から ３面 活動レポート！ ４面 議員連盟活動など

あ な た の そ ば で 県 議 会

県 議 会 議 員 と 高 校 生 の 意 見 交 換

令和6年8月17日（土）　菱刈環境改善センター（伊佐市） 令和6年11月16日（土）　西之表市民会館（西之表市）

　あなたのそばで県議会（そば県）は、県議会議員が県内各地に出向き、皆さまと地域の現状や諸課題、振興策等
について直接意見交換を行う取組です。今年度は姶良・伊佐地域と熊毛地域で開催し、多くの方々にご参加いただ
きました。
　皆さまからいただいたご意見をしっかりと県政に届け、皆さまとともに鹿児島の今と未来をつくってまいります。

　姶良・伊佐地域の「そば県」に参加した高校生（県立 大口高校６名）を県議会に招待し、議員との意見
交換を行いました。社会的な課題や疑問について、高校生の視点でのご意見をお聞きすることができ、大変
有意義な意見交換となりました。
　また、議会庁舎の見学や本会議の傍聴、模擬議会の体験などにより、県議会への理解を深めてもらいました。

姶良・伊佐地域 熊　毛　地　域 広報テレビ番組
「県議会レポート」
（年2回放送）

　９月に放送した番
組内で姶良・伊佐地
域の模様を紹介しま
した。
　インターネットで
録画配信をご覧いた
だけます。

　熊毛地域の模様は
令和７年２月下旬に
放送予定です。

広報テレビ番組
「県議会探訪記」

（12月放送）
　高校生が県議会を訪問し、議員と意
見交換や議長と面会する様子を紹介し
ました。
　インターネットで録画配信をご覧い
ただけます。

● かごしま県議会だよりは､ 点字版､ 音声版を発行しています｡ お問い合わせは､ 県議会事務局まで｡

この印刷物は、環境に優しい大豆油インキを使用しています。

意見交換の様子＝令和6年9月25日（水）県議会庁舎意見交換の様子＝令和6年9月25日（水）県議会庁舎

ともにつくろう！鹿児島の今と未来ともにつくろう！鹿児島の今と未来

意見交換のテーマ

主な意見交換

県議会議員

広報委員
　⻆野　毅　　委 員 長
　村野　俊作　副委員長
　宇都　恵子　委　　員
　本田しずか　委　　員
　内田　一樹　委　　員
　橋口　住眞　委　　員
　寿　はじめ　委　　員

伊佐市区選出
　池畑　知行　議　　員

高 校 生

大口高校
　中渡　旭望　さん（3年）
　林　　竜輝　さん（3年）
　矢嶋　　空　さん（3年）
　堀ノ内咲良　さん（2年）
　宮脇　海羽　さん（2年）
　𠮷永　実央　さん（2年）意見交換に参加した大口高校の皆さんと県議会議員意見交換に参加した大口高校の皆さんと県議会議員

高校生：�伊佐市に特別支援学校をつくることに
なったと聞いたが、現在の状況を知り
たい。

議　員：�知事が第３回定例会で「旧大口南中学
校敷地に新たな特別支援学校を分置す
ることになった」と説明した。１日で
も早く設置が進むよう、県議会として
も取り組んでいきたい。
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本会議質問から

第
２
回
定
例
会

⻆
野
　
毅
議
員

（
自
由
民
主
党
県
議
団
）

鹿
屋
市
・
垂
水
市
区

◆
本
県
に
お
け
る
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
本
県
の
災
害

対
応
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
考
え
を
示
せ
。

【
答
】
今
般
の
能
登
半
島
地
震
の
知
見
を
今

後
の
本
県
の
防
災
対
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く

こ
と
は
、大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

県
と
し
て
は
、
能
登
半
島
地
震
か
ら
得
ら
れ

る
知
見
等
の
情
報
収
集
に
努
め
、
国
や
市
町

村
、防
災
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

防
災
対
策
の
更
な
る
充
実
・
強
化
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
事
）

　

令
和
５
年
５
月
に
議
長
に
就

任
し
て
か
ら
２
年
近
く
が
経
過

し
、
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、

議
会
改
革
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
る

一
方
で
、
こ
の
１
年
は
県
警
察
の
不
祥
事
案
件
に
関

し
、
閉
会
中
委
員
会
を
開
催
し
て
集
中
的
に
調
査
す
る

な
ど
、
昨
年
と
は
違
っ
た
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
も
多

く
、
あ
ら
た
め
て
議
決
機
関
で
あ
る
議
会
の
長
の
責
任

の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
今
年
７
月
の
県
知
事
選
挙
で
再
選
さ
れ
た
塩

田
知
事
に
は
、
本
県
の
将
来
を
見
据
え
、
さ
ら
な
る
県

政
の
発
展
と
県
民
生
活
の
安
定
に
向
け
て
邁
進
さ
れ
、

県
民
が
確
か
な
成
果
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
県
政
運
営

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

県
議
会
と
し
て
も
、
県
当
局
の
取
組
を
し
っ
か
り
と

監
視
し
、
県
民
の
た
め
に
役
立
つ
提
言
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
議
会
を
目
指
し
、
議

会
庁
舎
内
へ
の
お
む
つ
交
換
台
の
設
置
な
ど
も
行
い
ま

し
た
の
で
、
是
非
、
議
会
の
傍
聴
・
見
学
に
も
お
越
し

く
だ
さ
い
。

本会議、委員会の会議録や本会議、予算特別委員会
の模様がホームページからご覧いただけます。
スマートフォン、タブレット等にも対応しています。

鹿児島県議会

議
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

鹿
児
島
県
議
会
議
長
　
松
里
　
保
葊

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
】

　

・
県
警
不
祥
事
案
の
再
発
防
止
等

　

・
県
工
業
試
験
場
跡
地
の
利
活
用

湯
浅
慎
太
郎
議
員

（
県
民
連
合
）

姶
良
市
区 

◆�

円
安
、
物
価
高
に
お
け
る
県
民
生
活
へ
の

影
響
に
つ
い
て

　

す
べ
て
の
県
民
が
恩
恵
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
示
せ
。

【
答
】
県
に
お
い
て
は
、
国
と
連
携
し
て
保

育
所
や
県
立
学
校
等
の
給
食
費
等
へ
の
支

援
、
市
町
村
が
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
発
行
支
援
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
価
格
高
騰
に

対
す
る
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
全

て
の
県
民
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
総
合
政
策
部
長
）

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
】

　

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

　

・
県
警
不
祥
事
に
つ
い
て

森
　
昭
男
議
員

（
公
明
党
県
議
団
）

鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区

◆
が
ん
対
策
に
つ
い
て

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
及
び

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
重
要
性
に
つ
い
て

県
の
見
解
を
示
せ
。

【
答
】
令
和
４
年
度
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
は
、
全
国
37
．
３
％
、
本
県
25
．
３
％
。

積
極
的
な
勧
奨
の
差
し
控
え
で
接
種
を
逃
し

た
方
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は
、
公
平
な

接
種
機
会
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
大
切
な
取

組
で
あ
り
、
県
で
は
接
種
期
限
や
、
接
種
の
検

討
・
判
断
の
た
め
に
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
・
安
全
性
に
関
し
て
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
部
長
）

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
】

　

・
交
通
安
全
対
策

　

・
動
物
愛
護

柴
立
　
鉄
平
議
員

（
自
由
民
主
党
県
議
団
）

鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区

◆
住
吉
町
15
番
街
区
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
移
転
新
築
計
画

と
本
港
区
エ
リ
ア
コ
ン
セ
プ
ト
プ
ラ
ン
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
知
事
の
考
え
を
示
せ
。

　【
答
】
同
ホ
テ
ル
の
移
転
新
築
計
画
は
、
本

港
区
コ
ン
セ
プ
ト
プ
ラ
ン
に
合
致
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
議
会
に
お
い
て
ご
理
解
い

た
だ
け
た
場
合
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
・
バ
ン
ケ
ッ
ト
・

ホ
テ
ル
等
と
し
て
利
活
用
を
進
め
る
こ
と
と

し
た
い
。
そ
の
場
合
、
公
平
性
を
重
視
す
る

観
点
か
ら
、
公
募
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
事
）

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
】

　

・
知
事
の
２
期
目
の
県
政
運
営

　

・
馬
毛
島
の
自
衛
隊
施
設
の
整
備
、

　
　

特
定
利
用
空
港
・
港
湾

藤
崎
　
剛
議
員

（
自
由
民
主
党
県
議
団
）

鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
政
策
の
充
実
強
化

に
向
け
て
県
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
示
せ
。

【
答
】
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い

て
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
方
の
出
会
い
を
応

援
す
る
取
組
や
、
産
後
ケ
ア
の
充
実
、
保
育

士
の
確
保
、
島
外
の
医
療
機
関
へ
通
院
等
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
妊
婦
や
子
ど
も
へ
の
支
援

な
ど
、
結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
課
題
に
対
応
し
た
総

合
的
な
支
援
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
事
）

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
】

　

・
県
産
農
林
水
産
物
の
輸
出
拡
大

　

・
特
別
支
援
学
校
の
整
備

秋
丸
健
一
郎
議
員

（
県
民
連
合
）

霧
島
市
・
姶
良
郡
区

◆
公
安
委
員
会
に
つ
い
て

　

公
安
委
員
の
選
考
に
当
た
っ
て
の
内
規
等

が
あ
る
の
か
示
せ
。

【
答
】
公
安
委
員
会
の
委
員
に
つ
い
て
は
、

警
察
法
の
規
定
に
お
い
て
、
県
議
会
の
議
員

の
被
選
挙
権
を
有
す
る
者
で
、
任
命
前
５
年

間
に
警
察
ま
た
は
検
察
の
職
務
を
行
う
職
業

的
公
務
員
の
前
歴
の
な
い
者
か
ら
任
命
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、選
任
に
当
た
っ
て
は
、

人
格
が
高
潔
で
高
い
識
見
を
有
す
る
方
を
、

県
警
察
か
ら
候
補
者
に
つ
い
て
参
考
情
報
を

聴
取
し
た
上
で
選
任
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
長
）

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
】

　

・
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
移
転

　

・
県
警
不
祥
事
に
つ
い
て

村
野
　
俊
作
議
員

（
公
明
党
県
議
団
）

鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区

◆�

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
＃
７
１
１
９
に

つ
い
て

　

＃
７
１
１
９
の
検
討
と
並
行
し
Ａ
Ｉ
救
急

相
談
ア
プ
リ
等
の
活
用
も
必
要
と
考
え
る
が

県
の
見
解
を
示
せ
。

【
答
】
本
県
に
お
い
て
は
、
消
防
庁
が
提
供

す
る
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
「
Ｑ
助
」
を

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
周
知
し
て
い

る
。
同
ア
プ
リ
で
は
、
該
当
す
る
症
状
を
選

択
す
る
こ
と
で
必
要
な
対
応
が
表
示
さ
れ
る

こ
と
に
加
え
、
１
１
９
番
通
報
や
医
療
機
関

等
の
検
索
が
可
能
で
あ
り
、
県
と
し
て
は
、

国
や
市
町
村
等
と
連
携
し
、
同
ア
プ
リ
の
普

及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
　
　
（
危
機
管
理
防
災
局
長
）

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
】

　

・
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

・
特
別
教
室
等
の
空
調
設
置

た
い
ら
行
雄
議
員

（
日
本
共
産
党
県
議
団
）

鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区

◆�

馬
毛
島
基
地
建
設
に
関
連
す
る
諸
問
題
へ

の
対
応
に
つ
い
て

　

防
衛
省
が
示
す
工
期
延
長
を
受
け
入
れ
る

こ
と
な
く
工
事
の
中
止
を
求
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
知
事
の
見
解
を
示
せ
。

【
答
】
国
に
対
し
て
は
、
工
期
の
延
長
後
に

お
い
て
も
引
き
続
き
必
要
な
対
応
を
行
う
と

と
も
に
、
今
回
の
延
長
に
つ
い
て
、
地
元
の

意
向
を
踏
ま
え
、
十
分
か
つ
丁
寧
な
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
を
求
め
た
と
こ
ろ
。
県
と
し

て
は
、
今
後
と
も
住
民
の
安
心
・
安
全
が
確

保
さ
れ
、
環
境
保
全
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら

れ
る
よ
う
、国
に
対
応
を
求
め
る
な
ど
、し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。（
知
事
）

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
】

　

・
県
警
不
祥
事
に
つ
い
て

　

・
医
療
費
助
成
制
度
の
改
善

橋
口
住
眞
議
員

（
無
所
属
）

出
水
市
区

◆
県
警
不
祥
事
事
件
に
つ
い
て

　

警
察
官
が
性
犯
罪
を
起
こ
し
て
し
ま
う
根

本
的
な
原
因
と
背
景
に
特
権
意
識
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

【
答
】
一
連
の
非
違
事
案
に
つ
い
て
分
析
す

る
と
、
根
拠
も
な
く
安
易
に
自
己
を
正
当
化

す
る
な
ど
の
身
勝
手
な
考
え
が
認
め
ら
れ
る

が
、
特
権
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
特
段

の
理
由
に
な
っ
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な

い
。
警
察
官
は
、
公
正
に
自
己
を
評
価
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
、

職
務
倫
理
の
涵
養
（
か
ん
よ
う
）
に
向
け
た

取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
警
察
本
部
長
）

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
】

　

・
北
薩
ト
ン
ネ
ル
の
被
災
状
況

　

・
持
続
可
能
な
水
の
管
理

第
３
回
定
例
会

令和６年第２回及び第３回定例会での論議の一部をご紹介します
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○
地
域
振
興
対
策
等
に
つ
い
て

　

伊
佐
市
の
「
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
山
野
楽
し
そ

う
」
を
訪
問
し
、
買
物
弱
者
支
援
の
取
組
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
瀬
戸
内
町
の
（
一
社
）
奄
美
み
ら

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
取
組
む
、
森
林
資
源
を
活

用
し
た
地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
課
題
や
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
県
土
の
保
全
・
交
通
体
系
の
整
備
等
に
つ
い
て

　

出
水
市
で
は
令
和
６
年
７
月
25
日
に
被
災

し
た
北
薩
横
断
道
路
（
国
道
５
０
４
号
）
の

北
薩
ト
ン
ネ
ル
の
被
災
状
況
等
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
霧
島
市
で
は
道
路
改
築
事
業
を
推

進
中
の
国
道
５
０
４
号
西
光
寺
拡
幅
の
整
備

状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
農
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

　

霧
島
市
の
も
り
や
ま
農
園
を
訪
問
し
て
レ

タ
ス
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
等
の
ほ
場
を
視
察
し
、

有
機
栽
培
の
課
題
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
市
の
㈲
水
迫
畜
産
を
訪
問

し
、
海
外
を
含
め
た
販
路
拡
大
や
、
飼
料
製

造
か
ら
食
肉
加
工
ま
で
の
自
社
で
の
一
気
通
貫

の
取
組
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
商
工
業
・
水
産
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

　

日
本
マ
ル
コ
㈱
徳
之
島
事
業
所
を
訪
問

し
、
宇
宙
・
防
衛
産
業
の
製
品
製
造
や
島
内

雇
用
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
南
さ
つ
ま
市
の
日
清
丸
紅
飼
料
㈱

水
産
技
術
研
究
所
を
訪
問
し
、
養
殖
魚
の
餌

料
や
低
・
無
魚
粉
餌
料
開
発
な
ど
に
関
す
る

課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
共
生
・
協
働
の
取
組
に
つ
い
て

　

指
宿
市
の
「
川
尻
地
区
公
民
館
」
を
訪
問

し
、
区
民
が
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
の
取
組

や「
川
尻
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」

と
連
携
し
た
移
住
定
住
促
進
の
取
組
等
に
関

す
る
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

○
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

枕
崎
市
の
県
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

し
、
防
災
航
空
隊
に
よ
る
救
助
活
動
、
救
急

搬
送
、
災
害
応
急
対
策
活
動
等
の
取
組
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
屋
久
島
町
を
訪
問
し
、
同
町
に
お

け
る
災
害
対
策
や
自
主
防
災
組
織
の
取
組
等

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
環
境
・
林
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
構
造
用
集
成
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定

を
取
得
し
て
い
る
肝
付
町
の
山
佐
木
材
㈱
下

住
工
場
を
訪
問
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
供
給
体
制
の

整
備
の
取
組
に
関
す
る
課
題
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
保
健
・
医
療
・
福
祉
対
策
に
つ
い
て

　

十
島
村
立
諏
訪
之
瀬
島
へ
き
地
診
療
所
を

訪
問
し
、
常
勤
看
護
師
の
配
置
や
医
師
の
巡

回
診
療
等
の
島
内
の
医
療
提
供
体
制
整
備
の

取
組
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
屋
市
子
育
て
交
流
プ
ラ
ザ
「
あ

そ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
！
か
の
や
」
を
訪
問
し
、
親
子

で
遊
び
学
ぶ
場
の
提
供
や
育
児
相
談
へ
の
対

応
等
の
子
育
て
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　各常任委員会は、それぞれ所管事項について
行政視察を実施し、委員会審査等の参考として
います。

総
務
警
察
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

総
合
政
策
建
設
委
員
会

文
教
観
光
委
員
会

環
境
厚
生
委
員
会

もりやま農園の視察
＝５月

「川尻地区公民館」の区民との意見交換
＝５月

県防災航空センターの視察
＝５月

北薩トンネルの被災状況の視察
＝９月

日清丸紅飼料㈱水産技術研究所との
意見交換＝11月

山佐木材㈱との意見交換
＝５月

諏訪之瀬島へき地診療所の視察
＝11月

５
月　

南
薩
地
区

７
月　

熊
毛
地
区

５
月　

姶
良
・
伊
佐
地
区

７
月　

奄
美
地
区

11
月　

鹿
児
島
、
南
薩
地
区

５
月　

熊
毛
地
区
（
屋
久
島
）

８
月　

姶
良
・
伊
佐
地
区

５
月　

奄
美
地
区

７
月　

姶
良
・
伊
佐
地
区

９
月　

北
薩
地
区

５
月　

大
隅
地
区

11
月　

十
島
村

動画配信中！
広報テレビ番組「県議会レポート」
常任委員会における行政視察など、県議会の活動に
ついて紹介します。

活動レポート！
（常任委員会行政視察）

（一社）奄美みらいエネルギーと
の意見交換＝５月

○
教
育
振
興
対
策
に
つ
い
て

　

県
立
屋
久
島
高
等
学
校
を
訪
問
し
、
学
科

の
枠
を
超
え
た
横
断
的
な
取
組
や
地
域
と
連

携
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
商
品
開
発
等
の
活
動
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
姶
良
市
立
北
山
小
学
校
で
は
、
小

規
模
校
の
よ
さ
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育

活
動
や
特
認
校
制
度
等
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

○
観
光
振
興
対
策
に
つ
い
て

　

屋
久
島
観
光
協
会
を
訪
問
し
、
多
様
な
旅

行
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
取
組
等
に
関
す
る
課

題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
湧
水
町
の
栗
野
岳
八
幡
大
地
獄
で

は
、
遊
歩
道
の
整
備
等
、
魅
力
あ
る
観
光
地

づ
く
り
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

県立屋久島高等学校の視察
＝５月

栗野岳八幡大地獄の視察
＝８月
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11
月
14
日
、
全
国
の
離
島
を
有
す
る

27
都
道
県
議
会
議
長
で
組
織
す
る
全
国

離
島
振
興
都
道
県
議
会
議
長
会（
会
長
：

松
里
鹿
児
島
県
議
会
議
長
）
は
、
自
由

民
主
党
、
国
土
交
通
省
等
に
対
し
、
離

島
振
興
の
推
進
等
に
つ
い
て
提
言
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
特
別
委
員
会
は
、
海
外
経
済
交
流

を
促
進
す
る
施
策
等
に
関
す
る
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
輸

入
・
卸
売
・
小
売
り
企
業
の
東
京
フ
ー
ド
、

在
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
日
本
国
総
領
事
館
、

日
本
貿
易
振
興
機
構
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
事

務
所
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
観
光

局
、
ホ
ビ
ト
ン
ム
ー
ビ
ー
セ
ッ
ト
な
ど
を

訪
問
し
、
県
産
品
の
販
路
拡
大
、
観
光

振
興
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
、
観
光
産
業
議
員
連
盟
の
会
員

と
、
鹿
児
島
県
の
観
光
関
係
者
が
集
ま

り
合
同
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。  

　

合
同
研
修
会
で
は
、
本
県
に
お
け
る

観
光
の
動
向
や
振
興
策
、
観
光
の
抱
え

る
諸
問
題
等
に
つ
い
て
、
今
後
県
な
ど

へ
の
要
望
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
観

光
関
係
者
と
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

10
月
、
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
た
第
78

回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
、
本

県
選
手
団
の
激
励
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
の
本
県
選
手
団
は
、
監
督
・
選
手
ら

５
３
３
人
が
出
場
し
、
多
く
の
競
技
で

活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

９
月
、
本
県
の
重
要
な
幹
線
道
路
で

あ
る
国
道
10
号
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
、
鹿
児
島
国
道
事
務
所
長
を
講
師
に

迎
え
、
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
、
国
土
交
通
省
に
対
し
、

鹿
児
島
北
バ
イ
パ
ス
、
白
浜
拡
幅
等
の

整
備
促
進
、
交
差
点
改
良
や
交
通
安
全

対
策
事
業
に
必
要
な
予
算
の
確
保
な
ど

を
要
望
し
ま
し
た
。

  

本
県
は
、
全
国
で
唯
一
、２
つ
の
世

界
自
然
遺
産
を
有
し
て
い
る
自
然
豊
か

な
地
域
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界

自
然
遺
産
地
域
を
と
り
ま
く
環
境
は
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
の

保
全
や
利
活
用
等
を
図
り
、
関
係
施
策

の
調
査
・
研
究
を
す
る
た
め
に
、
当
議

連
を
設
立
し

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、

世
界
自
然
遺

産
地
域
に
関

す
る
勉
強
会

等
を
実
施
し
、

活
動
に
生
か

し
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

自民党森山幹事長に提言書を渡す
松里議長＝東京都・11月

観光関係者と活発な意見交換が行われ
た合同研修会＝鹿児島市・10月

選手団を激励　
＝佐賀県・10月

設立総会の様子　
＝鹿児島市・６月

国土交通省への要望
＝東京都・11月

ニュージーランド政府観光局の視察調査
＝ニュージーランド・11月

全
国
離
島
振
興
都
道
県
議
会

議
長
会

海
外
経
済
交
流
促
進
等

特
別
委
員
会

観
光
産
業
議
員
連
盟

ス
ポ
ー
ツ
振
興
議
員
連
盟

世
界
自
然
遺
産
地
域
振
興
議

員
連
盟

道
路
建
設
・
整
備
促
進
議
員
連
盟

（
国
道
10
号
整
備
促
進
部
会
）

議
員
連
盟
の
活
動
状
況

令 和 ６ 年 定 例 会 を 振 り 返 る

　

県
政
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
の
あ
る
方
は
、
ど
な
た

で
も
県
議
会
に
請
願
・
陳
情
書
を
提
出
で
き
ま
す
。
請

願
書
の
提
出
に
は
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　

請
願
・
陳
情
書
の
趣
旨
は
、
お
お
む
ね
１
５
０
０
文

字
以
内
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

議
会
開
会
日
の
土
・
日
・
祝
を
除
く
２
日
前
ま
で
に

提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
書
が
そ
の
定
例
会
の
審
査
対

象
と
な
り
ま
す
。

︿
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀

議
会
事
務
局
議
事
課�

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
３
３

　

本
会
議
や
委
員
会
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

議
会
庁
舎
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
傍
聴
席
に
は
、

車
椅
子
用
の
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

傍
聴
日
の
5
日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
議
会
庁
舎
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

︿
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀

【
議
会
傍
聴
】
議
会
事
務
局
議
事
課

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
３
３

【
庁
舎
見
学
】
議
会
事
務
局
総
務
課

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
２
２

請
願
・
陳
情

議
会
傍
聴
・
庁
舎
見
学

虚
礼
廃
止
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
！

　

県
議
会
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
は
も
と
よ
り
、
鹿

児
島
県
議
会
議
員
政
治
倫
理
要
綱
を
定
め
、
県
内
全

域
に
お
い
て
次
の
こ
と
を
遵
守
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
（
自
筆
に
よ
る
答
礼
の
年
賀
状
や
親
族
等
へ
の

祝
儀
等
例
外
が
あ
り
ま
す
）。

○
地
域
の
行
事
や
冠
婚
葬
祭
等
に
、
電
報
等
を
贈
ら

な
い
。

○
新
聞
等
へ
の
賛
助
広
告
や
年
賀
状
、
挨
拶
状
等
を

出
さ
な
い
。

○
中
元
、
歳
暮
、
餞
別
等
の
提
供
・
収
受
を
し
な
い
。

な
ど

提
言
・
要
望
活
動

令和6年度鹿児島県一般会計補正予算可決 令和６年度鹿児島県一般会計補正予算可決
第２回定例会 第４回定例会

＜主な論議＞子ども・子育て支援施策、スポー
ツ・コンベンションセンターの整備、部活動の地
域移行の現状、県警の不祥事関係、地域防災計画
の見直しなど

＜主な論議＞鹿児島県警察の不祥事再発防
止対策、スポーツ・コンベンションセンター
の整備、鹿児島港本港区エリアの利活用 
など

広報テレビ番組広報テレビ番組
「第２回定例会を終わって」「第２回定例会を終わって」

広報テレビ番組広報テレビ番組
「第４回定例会を終わって」「第４回定例会を終わって」

（1月中旬配信予定）（1月中旬配信予定）

〈
会
期
〉
５
月
27
日
か
ら
６
月
18
日
ま

で
の
23
日
間

〈
代
表
質
問
〉

自
民
党
県
議
団　

⻆
野　
　

毅　

議
員

県
民
連
合　
　
　

湯
浅
慎
太
郎　

議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
等
〉
令
和
６
年
度
鹿
児
島
県
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
16
件
及

び
専
決
処
分
報
告
３
件
の
可
決
、
承
認

又
は
同
意

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
５
件
、
継
続
14

件
を
審
議

〈
意
見
書
〉
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
な
ど
２
件
を
可
決

〈
会
期
〉
11
月
28
日
か
ら
12
月
20
日
ま

で
の
23
日
間

〈
代
表
質
問
〉

自
民
党
県
議
団　

宝
来　

良
治　

議
員

県
民
連
合 

　

宇
都　

恵
子　

議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
等
〉
令
和
6
年
度
鹿
児
島
県
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
34
件
及

び
専
決
処
分
報
告
２
件
の
認
定
、可
決
、

承
認
又
は
同
意

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
９
件
、
継
続
25

件
を
審
議
、
２
件
を
採
択

〈
意
見
書
〉
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
引

下
げ
の
早
急
な
見
直
し
等
を
求
め
る
意

見
書
な
ど
２
件
を
可
決

令和6年度鹿児島県一般会計補正予算可決
第３回定例会

＜主な論議＞鹿児島県警察の不祥事問題、特定利用空
港・港湾、北薩横断道路（北薩トンネル）、特別支援学
校の整備、フリースクールなど

広報テレビ番組広報テレビ番組
「第３回定例会を終わって」「第３回定例会を終わって」

〈
会
期
〉
９
月
12
日
か
ら
10
月
９
日
ま

で
の
28
日
間

〈
代
表
質
問
〉

自
民
党
県
議
団　

柴
立　

鉄
平　

議
員

�

藤
崎　
　

剛　

議
員

県
民
連
合　
　
　

秋
丸
健
一
郎　

議
員

公
明
党
県
議
団　

村
野　

俊
作　

議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
等
〉
令
和
６
年
度
鹿
児
島
県
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
16
件
及

び
専
決
処
分
報
告
１
件
の
可
決
、
承
認

又
は
同
意
。
決
算
認
定
議
案
３
件
を
継

続
審
査

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
56
件
、
継
続
３

件
を
審
議
、
１
件
を
採
択

〈
意
見
書
〉
食
料
安
全
保
障
対
策
の
確

立
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
４
件
を
可
決

〈
決
議
・
動
議
〉
県
警
察
の
不
祥
事
等

に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
百
条
の
規

定
に
よ
る
調
査
を
な
す
た
め
の
特
別
委

員
会
を
設
置
す
る
決
議
案
な
ど
３
件
を

否
決

新議員の紹介
７月７日に行われた姶良
市区の補欠選挙で当選

いぬぶし浩
ひろ

幸
ゆき

無所属
文教観光委員会

本会議はインターネット
でもご覧いただけます


